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時
事
冊
思

瀞
上
再
提
瞼
圃
謄
冊
思

、
鋳
九
巻

(第
九
號

一
〇
八
〕

入
七
二

響

・

、海

上

再

保

険

画

管

問

題
.

六 五 四 ヨ=一

小

島

昌

太

郎

近
頃
癖

へ
聞
.く
所
に
擦
れ
ば
、
我
政
府
は
、
過
般

の
世
界
大
戦
飢

の
期
間
中
、
戦
時
海
上
解
隊
.町
鰐
偏
険
を
國

響

t
て
行
発

・
高

捲

・
蔵

、鷺

蟻

.聾

農

冨

保
撃

・
や
は
り
・
國
算

せ
ん
ご
す
る
聾

を
有

っ
て
居

る
と
云
ふ
ご
ピ
で
あ

る
。
而
も
、
氷

る
べ
き
議
曾

に
之

に
翻

す

る
法
案

を
提
出

し
、
.其
承
諾

を
得

ぱ

来
年
度

よ
り
早
速
賓
行

せ
ん
ご
す

る
の
で
め
る
ご
傳

へ
ら

れ
て
居

る
。
果

し

て
か

＼
る
計
誼

が
政
府

當
局

に
あ

る

や
否

や
は
嗣

よ
り
私

の
興
り
知

る
所
…で
は

な
い
。
否
、

私
は
か

、
る
風
評

あ

る
に
拘
は

ら
す
、
寧

ろ
政
府

に
於

い

て
左
様

な
計
蓋

を
有

っ
て
居

る
ご
は
信

じ
な
い
。

假
ひ

、
左
様
な

計
叢

あ
b

ご
も
、
そ
は
當

局
官

歴

の

…
部

に
内

々

存

す

る
位

の

こ
ご
で
、
未

だ
現
敬
府

の
計
叢

と
迄

は
な

っ
て
居

な

い
も

の
ε
思

ふ
。
海

上
再
保

険

の
國
螢

の
如

き

保
険
…の
山小
甘
酒に
貝取
も
相
惚
.し
を
」縄
瞥

+刀
法

我
政
府
が
海
上
再
保
阪
心
國
瞥
ぜ
ん

ご
す

る
理
由
な
り

こ
し
て
傳

(.
ら
ろ
㌧
も
の
に
封
ず
ろ
批
評

民
螢
署

併
存
す

ろ
牧
釜
主
義
に
よ
る
国
管

民
瞥

ε
併
存
す
ろ
保
護
主
義

「
よ
う
國
螢
.

」

牧
益
主
義
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エ
ろ
闘
占
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偲
謎
主
義

に
よ
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國
瞥
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に
¶
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一
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野
外
貿
易
や
…野
外
蓮
楡

己
勧
め
で
腎
接

の
關
係
み
み
施
設
に
關
す
る
計
量
於
㌔
ロ
へ
・
官
僚

の
机
上
に
於
い
τ
㊨
氷

組
立

て
ら
れ
、
少
レ
も
、
乱肌
會
二

股
の
考
慮
を
求
め
す
、
.關
係
営
業
者

の
意
見
を
聴
か
す
、
藪
か
ら
棒
に
、
法
案

達
し
て
議
會
に
提
出
せ
吃
れ
や
う
譲

一

從
來

の
我
立
法
は
幾
ぜ
総

て
そ
う
云
ふ
遺
り
方
で
あ
る
が
、L

今

日

の
時
世

に
於

い
て
想
像

し
得

べ
か
ら

ざ

る
こ
と
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
若

し
政

府

が
事
實

か

、
る
計
虫
呂
を
有

つ

な
ら

ば
、
議

會
に
提
出

す
る
以
前

に
於

て
、其
草
案

を
耐

會

に
公
表

し
、
国
民

に
研
究
批

評
を

な
す
鯨
裕

を
與

へ
居

る

べ
き
筈

で
あ

る
。
然

る
に
今
に
於

い
て
、
何
等
肚
會

に
公
表

す

る
所

な
き
よ
り
禁

ず
れ

ば
、
秘
密

主
義

の
政
治

に
何
等

の
了
解

な
き

一
學
究

π

る
私

の
如
き

に
於

て
は
、
来
年
度

に
於
け

る
.現
政

府

の
.プ
ロ
グ

ラ

ム
の
中

に
、
こ

の
海

上
再
保
険

國
瞥

ご
云
ふ
計
.畳
が
存

す

る
も

の
ε
は

思

は
れ
な

い
。
併

し
、
縫

ひ
風
説

に
止

ま

る
ご
す
る
も
、

今
日

、
海

上
再
保
険

の
国
管

ε
云
ふ
こ
ご

が
、
世

上
の
問

題

ご
な

っ
て
居

る
場

合

で
あ

る
か

ち
、
此

機
曾

に
於

て

之
に
{聞
す
ゐ
研
究

を
な

し
置

く
こ
ε
も
強

ち
無
益

の
こ

&
で
は
な

い

で
あ

ら
う
。

一

保
険

の
本
質
に
最

も
相
慮

・し
き
経
管
方
法

姑
く
海
上
保
険
叉
は
其
再
保
険
ご
云
ふ
特
別
の
範
園
を
離
れ
、
之
を

一
般
に
保
険
な
る
も
の

＼
本
質
よ
り
見

る

に
、
如
何
な
る
経
管
方
法
が
そ
れ
に
最
も
適
當
な
る
奮

云
讐

、
そ
は
固
よ
り
楼
利
町

費
本
主
義
的

の
纒
螢

に
非
す

し
て
、
公
益
的

、
相

互
士
山義

的

の
経
管

で
あ

る
。
蓋
レ
保
険

な

る
も

の
は
、
其
種
類

の
如
何

を
問

は
す

、

時
事
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題

海
上
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保
険
国
管
問
題
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時
事
問
題

海
上
再
保
隙
圃
醤
問
題

第
九
巻

(第
六
號

一
一
〇
)

八
七
四

総
て
現
代
肚
會
組
織
の
下
に
於
甘
る
払
超
濟
生
活
の
不
安
定
な
る
を
矯
正
し
て
、
之
を
安
固
な
ら
し
め
ん

こ
ご
を

目
的

&
す
る
㊧
で
あ

っ
て
、
而
し
て
此
目
的

の
爲

め
に
、
経
済
上
不
安
定

の
地
位
に
あ
る
人

々
が
多
数
集
合
し
て
、

各
自

の
財
力
を
合
せ
て
鳥
相
討
助
す
る
仕
組
な
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此
事
業

の
中
.心
を
な
す
所
謂
保
険
者

鳳
る
も

の
は
、
・縦
ひ
現
在

に
於
て
は
他

の
事
業
に
於
け
る
ε
同
様
に
、
企
業
家
な
る
も
り
が
其
衝

に
當
b
居

れ
ご
も
、
其

實
彼
は
只
、

…
の
世
話
役
拠
る
に
過
さ
な
い
も
の
で
あ
る
、
随

っ
て
其
報
酬
も
勢
務
に
相
當
す
る
も

の
は
固
よ
り

之
を
受
く
べ
き
筈
で
み
る
が
、
特
別
に
資
本
主
義
的
な
る
.利
潤

な
.ご
得

べ
き
筈
の
も

の
で
は
な
い
。

(拙
著
『保
隙
卜

輕
増
』
参
照
V
故

に
、
保
険
に
在
り
て
は
、
特
に
、
麟
利
的
、
資
本
主
義
的

の
経
管
は
塑
態
で
あ

っ
て
、
公
益
的
相
互

主
義
的
の
経
管
が
本
営

の
も
の
で
あ

る
。
此
黙
よ
り
見
れ
憾

國
管
ε
云
ふ
こ
ξ
は
、
結
局
に
於
て
、
公
益
的
相
互

主
義
的
経
管
ご

一
致

す
る
の
で
あ

る
か
ら
.
保
険

の
本
質

に
最
も
相
懸

は
し
.い
経
管
方
法
の

一
で
あ

る
ご
云
ふ
こ

ε
が
出
来
る
。

併

し
乍
・5
、
保
険

の
経
特
上
に
最
も
必
要
な
る
も
の
、
中
に
、
料
率

の
算
定
と
云
ふ
こ
ε
が
あ
る
。
こ
の
料
率

の
算
定
が
正
確
な
ら
ざ
れ
ば
、多
数

の
人
々
よ
り
集

め
た
る
所
謂
保
険
料
を
以
て
、
彼
等
に
支
佛
ふ
べ
き
所
謂
保
険

金
に
充
當
し
て
過
不
足
な
き
を
得
る
や
否

や
、
全
く
不
明
で
あ

っ
て
、
保
隙
事
業
は
甚
だ
冒
険
的
性
質
を
帯
ぶ
る

こ
ε

～
な
る
。
保
険
事
業
が
目
陰
的
性
質
を
帯
ぶ
る
間
は
、
之
を
公
金
的
、
相
互
主
義
的
に
経
管
す
る
こ
ε
は
困

難
で
あ
る
。
勢
ひ
冒
険
的
企
業
心

の
旺
盛
な
る
資
本
家
の
経
管
に
嫉
た
ね
拭
な
ら

臓
。
叉
縦

ひ
料
摩

の
算
定

が
霊

棚



O

償
に
什
ひ
得
る
に
し
て
も
・
其
理
論
や
手
綾
が
甚
だ
筏
瓢

で
み
っ
て
、
之
を
了
解
す
る
に
焙
る
だ
け

の
知
識
越
、
。

未
だ
世
俗

一
般
に
普
及
せ
ざ
る
時
代
に
於
て
は
、相
互
主
義
的
の
縄
瞥
は
成
立
し
難

く
、
や
は
軌
、
其
理
論
や
苧
績

に
つ
い
て
了
解
を
有
す
尉
.資
本
家
の
経
鞍

に
頭
旋
ね
ば
な
ら
ね
。
現
代
的
保
険
の
脛
螢
が
、
當
初
、
特
利
的
資
本

主
義
的
に
行
は
嚢

の
は
・
全
く
か
着

理
由

に
出
言

の
で
あ
っ
て
、
.そ
は
保
険
事
業
な
る
も
.の
、
進
化
に
於

げ
る

]
過
程
馨

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
然

る
に
料
率

の
算
定
が
正
確
に
近
づ
け
ば
近
ぞ

程
、
保
険
事
業
は

冒
険
的
性
質
を
帯
ふ
る
こ
と
少
く
な
り
、
随

っ
て
次
第
に
相
互
主
義
的
経
瞥
に
適
當
す
乃
様
に
な
る
。
生
命
保
険

の
如
き
は
死
亡
生
残
表
の
完
成
以
來
、
企
ぐ
胃
陰
的
性
質
は
無
く
菰

つ
た
。
併
し
、
之
も
當
初
は
世
俗
に
於

い
て

其
理
論
を
了
解
し
得
な
か
つ
血
か
ら
、主

ε
し
て
資
本
主
義
的
に
維
鞍
せ
ら
れ
尺
の
で
あ
る
が
、
次
第

に
世
俗
の
了

解
存
得
る
に
從
ひ
、
相
互
主
義
的
維
瞥

の
も
の
が
拶
達
し
、
.現
今
に
於

い
て
は
、
資
本
主
義
的
経
螢

の
も
の
も
貴

賓
上
は
益
々
相
互
主
義
的
経
瞥

に
移
り
つ
、
あ
る
の
實
悔
で
あ
る
。
恐

ら
く
は
、
こ
の
保
険
に
在
か
て
は
、
資
本

主
義
的
.輕
響
の
も

の
ば
次
第
に
衰
退
し
て
、
相
互
主
義
的
経
管
が
全
く
之
に
代

る
こ
と
、
な
る
で
あ
ら
う
。
否
、

或
は

露

国
響

な
る
こ
忌

娑

婆

の
・
毛

な
い
か
も
知
れ
ん
。
そ
れ
が
こ
め
保
険
に
鼠
も
通
嘗

・
経

r
瞥
方
法

で
あ
け

、
叉
本

質
上
必
然
赴

く

べ
き
運
命

で
あ

る
か
ら
。

　ぱ
　
ユ
　ち

ユ
い
げ

・口
併

し
そ
は
兎

も
角

、
海
上
保

険

に
在

り
て
も
所

謂
通

常

海
上
危

険

砂
引
受

に
關
す

る
料
黍

の
算
定
は
、
今
日

に

在

り
て
は
大

に
正

確

な
る
も
の
ε
な

つ
π
。
散

に

こ

の
保

険
も

最
早

い
つ
迄

も
螢
利
的

、
資
本

主
義
的

に
.経
瞥

せ

晴
事
問
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上
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題

・
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`
時
事
問
題

海
上
再
保
険
國
螢
問
題

,

第
九
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(第
六
號
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一
二
}

八
七
六

ら
れ
居

る

べ
き
で

な

い
。

い
っ
か
は
公
益
的

、
相

互
主

義
的
純
瞥

に
移

る

で
あ
ら
う
。
今
日
傳

へ
ら

る

、
海
上
再

保

険

の
国

管

ご
云

ふ
こ
ε
も

、
之

に
進

む

の
第

一
段
階

ご
し

て
見

れ
ば
大

に
意
義

が
あ

る
。
併

し
.乍

ら
、

こ
の
保
.

険

の
場
合

に
あ
り

て
は

、
そ

の
國
螢

の
可
否

は
、

一
國

の
野
外
貿
易
野
外

運
輸

に
封
ず

る
政
策
的
見
地

よ

り
も
研

究

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
故

に
私

は
、
以
下
、
此
見
地

よ
り

之

を
國
讐

こ
す

る
の
可
否

、
井

ぴ
に
、
若

し
も
そ
れ

を
可

ぜ
す
る
な
ら
ば

、
如
何

な
る
主
義

に
よ
り

、
如
何

な

る
方
法

を
以
て
す

べ
き
か
を
論
ず

る
で
あ
ら

う
。

三

我

政

府

が
海

上

再

保

険

を

国

管

せ

ん

と

す

る
理

由

な

り

と

し

て

傳

へ
ら

る

・
も

の

に
封

ず

る
批

評

海
上
保
険

の
再
保
険
ε
云
ふ
は
、

一
保
険
業
者
が
船
主
若
し
く
は
荷
主
よ
b
引
受
け
穴
る
船
膿
叉
は
貨
物
に
樹

†
る
海
上
保
険
契
約
上
の
義
務
を
全
部
若
し
く
は

一
部
、
更
に
他
の
海
上
保
険
業
者
の
保
険
に
附
す
る
こ
ご
で
あ

る
。
而
し
て
海
上
再
保
険

の
國
讐
若
し
く
は
官
響

と
云
ふ
は
、
民
間
保
険
業
者

の
引
受

け
た

る
海
上
保
険

に
謝
し

て
国
家
が
自
ら
其
再
保
険

の
引
受
け
を
な
す
こ
ご
で
あ

る
。
之
に
は
二
つ
の
場
合
が
想
像
し
得
ら
る
。

一
は
国
管

民
瞥
併
存

で
あ
り
、
他

は
凋
占
國
轡
で
あ
る
、
我
政
府
が
今
回
行
は
ん
ε
ず
ε
偲

へ
ら
る
玉
所

の
海
上
再
保
険
國

笹
は
、
此
二
つ
の
形
態
の
何
れ
に
よ
ら
ん
ε
す
る
か
。
そ
は
未
だ
私
の
知
り
得
ざ
る
所

で
あ
る
が
、
先

つ
根
本
に

於
て
周
題

こ
す

べ
き
は
、、
一
贈
…、
政
府
は
如
何
な
る
目
角
を
以
て
、
合
日
か

ム
る
縄
濟
敬
策
を
せ
あ
ん
適
す
る
亦
.
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9
云

ふ
こ
ご
で
あ

る
。

之

に
就

い
て
は
種

々
な

る
誘

が
あ

る
。
其

一
は

、
正

貨

の
海

外
流

出
を
防
止

す

る

一
手
段

ε
し
て
、
此

計
叢
を

樹

て
九

ε
云
ふ
説

で
あ

る
。
此

目
崎

の
爲

め
な
ら
ば
、

海
上
再
保
険

を
猫
占

國
舞

ε

す
る
か
、
然
ら

ざ
.れ
ば
少
く

ε
も
海
外

へ
費

出

す
ご
ε
は
全

然
之

駈
禁
止

す
る
必
要

が
あ

る
。
併

し
乍
ら

か

Σ
る
理
由

に
出
つ
る
も

の

こ
せ

ば
、

問

題
は
先

つ
第

一
に
、
我
国

の
、
今
日
及

び
今
後

に
於

け

る
謁
外
貿
易
關

係

に
於

て
、
特

に
防
止
策

を
こ
ら

ね
ば

な
ら

ぬ
程

、
正
背
㎝
の
海
外

・へ
流
出

†

る
傾
向
人

な

る
か
芝
云

ふ
黙

に
係

る
。
今
後

に
於
け

る
我
貿
易

關
係

が
如

何

な

る
形
}勢
を
呈
す

る
か
は
、
容

易

に
推
測

を
許

さ

ゴ
る
虎
…で
あ

乃
が
、
.職
…飢
中
起
於
け

る
我
m囲
産

業
心の
護

{逢
ε
、

米
国
支

那
印
度
南
洋

等

に
於
け

ろ
購

買
力

の
増
進

ご
は

、
欧
洲
大
陸

に
於

け

る
購
買
力

の
減
退

あ
る

に
拘

は
ら

す
、

我
剃
外
貿
易
關
係

を
し

て
今
後
當

分

の
中

は
、
戦
前

よ

り
も
寧

ろ
有

利
な

る
地
位

に
あ
ら

し
む

る
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
若

も
果

し
て
然

ら
ば

、正
貨

の
流
出

を
防
止

ず

る
必
要

な
ざ
は
毫

も
存

し
な

い
。
随

っ
て
比

熱

を
理
由

こ
す

.

る
海

上
再
保
険

の
國
瞥

に
は
賛
成

す

べ
き
根
撮

が
な

い
。
併

し
乍
ら
似

に
、
正
貨

が
海
外

へ
流

出
す

る
傾

向
署
し

く
大
な
り

と
す

る
な
ら

ば

.
之

脅
防
.止
す

る
政
策

を
ε

る
こ

ご
も
亦

必
要

で
あ
ら
弓
。
併

し
其
場

合
に

は
、
先

づ

正
貨

稼
出

の
禁
止

、
其

他
.之

に
直

接

な

る
政
策
を

`
る

べ
き

で
あ

る
。
間
接

な
る
政

策
を
以

て
す

る
に
は
、
其
政

策
客
膿

起

る
事
項

が
、
特

に
他

の
も

の
よ
り
は
、
著

し
く
正
貨

を
流
路

せ
し
む
る
關
係

に
あ

る
に
非

ざ
れ
ば

」
許

さ

る
.べ
き

も

の
で

な
い
。
海
上

再
保

険

な
る
も

の
が
、
果

し
て
斯

く

の
如

き
も

の
で
之

毎
凋
占

國
管

と
す
る
こ

ご

時
事
問
題

海
上
富
松
撚
園
鶯
問
題

第
九
巻

〔第
六
號

=

三
　

入
七
七
.

面

,
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「

時
事
問
題

海
上
再
保
餓
閥
欝
問
題

第
九
巻

(第
六
號

[
}
四
)

八
七
八

が
正
貨

の
海
外
流
氓

を
防
止

す

る
に
最
も
有
敬

な

る
方

法

な
る
か
。

私
は
大

に
之

を
疑
問

ピ
か

る
。
或

は
海
上
再

保
険
料

癒
し
て
外
國

へ
支
彿

ふ
金
額

の
互
額

な
る
を
云

ふ
人
が
あ

る
。
併

し
な
が
ら
、
保
険
關
係

に
在

り

て
ぼ
、

再
保

険

の
場

合
に
於
て

も
、
元
保
瞼

の
場

合

ご
回
し
く

、

一
方

に
保
険
料

の
支
彿

あ
れ
ば
、
随

っ
て
他
方

に
之

に

獅
す

る
保

険
金

の
受
領

が
あ

る
筈

で
あ

る
。
殊

に
海
上

再
保

険

な
る
も

の
は
、外

囲
保
険

業
者

こ

の
間

に
於

て
も
、

弓
9

g
話
『

才
ど

し
て
豫
定
保
陰
の
形
式
に
て
締
結
せ
ら
る
＼
の
で
あ
る
か
ら
、
些
少
な
が
ら
手
敷
料

の
受
領
も
あ
る
筈
で
あ

る
。
さ
れ
ば
再
保
険
關
係
に
て
海
外

へ
結
局
支
.佛
ふ
.金
額
は
、
保
険
料

の
額
そ
の
も

の
に
あ
ら
参
し

て
、
之
よ
り

.

受
領
保
陰
金
及
び
手
数
料
を
差
引
き
た
る
硬
額
で
あ
る
。
叉
我
海
上
保
険
業
者

は
海
外

の
同
業
者
に
再
保
険
ケ
賣

る
の
み
な
ら
す
、
幾
分
は
其
買
入
を
も
し

て
屠
る
。
此
事
も
計
算

の
中
に
見
込
ま
ね
は
な
ら
識
。
然

ら
ば
結
局
、

海
上
再
保
、陵
關
係
に
て
海
外

へ
流
出
す
る
正
貨
菰
る
も
の
は
、
醸
b
多
穎
で
な
い
で
あ
ら
う
。
膿

っ
て
、
只
そ
れ

丈
け
の
金
額
の
流
出
を
防
止
す
る
が
爲
め
に
、
海
よ
再
保
険

な
る
も

の
を
特
に
醐
古
園
螢
と
す
る
の
必
要
あ
り
だ

は
思
は
れ
な
い
。
叉
之
も
假
に
厚
額

に
上

る
も
の
湿
す
る
も
、
後
に
述

ぶ
る
が
如
く
、
海
上
再
保
険

の
凋
占
国
管

ご
云
ふ
こ
こ
は
、
到
底
布
敷
に
行
は
れ
難
き
こ
ε
で
あ
る
か
ら
、
之
に
よ
り
て
此
目
的

を
達

す
る
は
不
可
能

で
あ

ら
う
。
要
す
る
に
正
貨
流
出

の
防
止

こ
い
ふ
こ
ご
は
、
海
上
再
保
険
を
國
瞥

と
す
る
の
理
由
ご
は
な
ら

な
い
。

海
上
再
保
隙
國
螢

の
理
由
こ
し
て
傳

へ
ら
れ
て
居

る
第
二
の
読
は
、
過
般
の
戦
時
海
上
再
保
険
搦
特

の
成
績
が

當
局

の
意
外
ビ
す
ろ
程
良
好
で
あ

っ
て
、
政
府
は
之
に
謝
し
幾
分
の
支
出
を
豫
期
し
て
居

つ
穴
の
に
、
結
局
は
却

幅

P



'

・

日

「

て
反

射
に
亘
額

の
牧
盆

を
男
け
得

況
か
ら
、
今
之

を
全
廃

す

る
に
忍

び
争

、
戦
後

の
経
費
膨
脹

に
慮

室

る

一
策

ご

、

し
「て
、
藪

に
海

上
再
保

険

の
國
特
を
討

議
す

る
に
至

つ
穴

の
で
あ

る
、

ご
云

ふ
こ
ご
で
あ
る
。
此
目

的

に
よ

る
菰

ら
ば
、
政
府

は
之
を
掴御
古

國
瞥

ご
せ
ん
こ
す

る
か
、
將

穴
國
搬

ε
民
管

ご
を
併
存

せ
ん
ぜ
す

る
か

、
何

れ
ε
も
判

断

が

つ
か
慮
。
併

レ
乍

ら
そ
は
何

れ

`
ず

る
も
若

』
果

し

て
か

へ
る
目
的

に
出

つ
る
も

の
ご
せ
ぱ
、
戦
時
保
険

と

通
常

保
険

ε

の
間

に
{汗
す

る
人

な

る
差
異

を
知
ら

牽
、
叉
過

般

の
我
戦
時
}再
保
険
}國
[鞍

の
成

緒
…が
あ

の
様

に
頁

好

ゴ

コ
い
　

ユ

め
オ

　

ユ

で
あ
り
得
な
る
事
情

に
通
ぜ
ざ
る
も

の
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
訟
、
抑
も
戦
争
危
険
の
引
受
け
を
な
す
戦
時
保
険

ポ
、
嵜
澱
纏
."
危
険
の
引
受
け
を
な
す
普
通
保
険
こ
の
間
に
は
太
い
猛
る
差
異
が
あ
る
q
前
者
は
響

へ
ば
相
場
道

の
如
き
も
の
で
.
後
者
は
之
に
謝
す
る
地
道
な
商
賈
の
如
き
も

の
で
あ
る
ご
云
ひ
得

る
で
あ
ら
う
。
即

ち
今
日
の

普
通
海
上
保
険
に
於
て
は
、
其
料
奮

比
較
的
毒

に
算
定
せ
ら
れ
得

る
も

の
で
、
随
っ
て
之
基

礎
手

る
海

上
保

険
業

な

る
も

の
は
甚

だ
し
き
損
失
を

な
牛
虞

な
き

代
り

に
、
又
人
な

る
利
益

を
翠

く

る
こ
ご
も
な

い
。
其
趣

き

は
地
道
な
商
賞

で
は
牛
常

人
な

る
利
儒
を

翠
ぐ

る

こ
ご
も

な
き
代

り

に
、
.非

常

な
損
失

を
な
ず
憂
も

な

い
の
ご

大

に
相
似

て
居

る
。
而

し

て
そ

が
か
(
確
實

な

る
事
業

た
り
得

る
所

以
は
、
全

く
料
率

の
算

定

が
比
較
的

正
確

な

る
に
由

る

の
で
あ

る
。
然

る
に
こ
の
料
率

の
算

定

三

至

こ

と
は
、
盤
命
保

険

な
ざ
に
あ
り

て
は
、
専
門
塚

が

一

度
ぴ

一
定
の
表
に
作
晩
し
撒
か
ば
、
何
人
に
て
も
之
に
随

っ
て
事
業
を
輕
鞍

し
得

る
の
で
あ
る
が
、
海
上
保
険
に

在

り
て
は
固
よ
り
か
あ

如
き
表
も
?

、
概
ね
引
受
け
の
度
毎
に
個
々
に
料
筆

法
促
す
る
の
で
あ

る
。
随

つ

.

時
事
問
題

海
上
再
保
険
圃
響
問
題

第
九
巻

〔第
六
號

一

】
五
)

八
七
九

」



苛

r

時
事
開
題

海
上
再
保
隙
国
管
問
題
.

第
九
傷

(節
穴
號

一
=
ハ
)

入
入
0

て
其
決
定
に
は
、
事
業
に
關
す
る
該
博
な
る
知
識

ご
永
年

の
経
験

ご
を
必
要
ε
す
る
。
何
人
に
て
も
素
人
が
直
に

其
局
に
當
り
得
る
標
な
も
の
で
は
な
い
。
ヒ比
熱
に
於

い
て
も

普
遙
海
上
保
険
の

引
受
は
地
道
な
商
賈
に
似

て
居

る
。
而
し
て
か
く
料
牽

の
決
定
に
特
別
の
知
識
経
験
を
要

す
る
こ
ε
は
再
保
険

の
場
合
に
於
て
も
大
膿
同
様
で
あ

る
。
然
る
に
之
に
反
し
、
戦
時
保
険

の
場
合
に
在

り
て
は
、
虹
ハ料
率

の
決
定
に
は
擦

る
.向
き
正
確
な
る
基
礎
が
あ

る
の
で
は
な
い
。
大
膣

の
見
込

に
よ
る
計
り
で
あ
る
。
ざ
れ
ば
庇
保
瞼

に
於

て
は
、
時

こ
し
て
運
好

く
ば
、
互
大

麦

利
益

を
擧
げ
得

る
こ
ε
も
あ
る
代
り
に
聴
と
し
て
は
事
故
頻
出
し
て
非
常
な
る
損
失
を
蒙

る
こ
と
も
あ
る
・

而
し
て
此
保
険

の
場
合
に
は
、
料
率
は
大
鑑
の
見
込
に
よ
り
て
定
む
.る
の
外
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
必
事
し
も
専

門
家

の
決
定
に
鹸

つ
の
要
な
く
、
何
人
に
て
も
、
素
人
で
も
な
さ
ば
駕
し
得
ざ
る
こ
ご
で
も
な

い
。
比
熱
恰
も
其

道
に
あ
ち
ざ
る
素
人
は
地
道
な

商
賈
に
は
手
を
出
じ
難
く
、
若
し
手
を
出
さ
ば

大
盤
損
を
す

る
に
極
っ
て
居
を

が
、
相
場
道
な
ら
ば
容
易
に
手
を
出
す
こ
ご
も
出
来
叉
必
す
損
を
す
る
と
は
極

っ
て
居
ら
す
、
否
時

こ
し
て
は
大

利
盆
を
掬
ふ
ご
毫

あ
る
に
憂

似

て
居

る
。
過
般
の
我
戦
時
海
上
再
保
険
國
楚

於
て
、
我
政
府

が
大
牧
盆
を
・

擧
げ
得
な
る
は
.、
言
は

＼
素
人
が
相
場
避
に
手
を
出
し
て
そ
れ
が
運
好
く
當

つ
た

の
ご
相
似
な
る
も

の
で
あ
る
。

殊
に
我
鼎

の
警

象

る
こ
・
の
僅
少
な
り
し
融

合
側
に
於
て
疑
勢

目
を
張
る
も
の
が
あ
っ
在

饗

の

好
運
に
よ

る
所
多

い
の
で
あ
る
。
故
に
過
般
の
戦
時
海
上
再
保
険

の
成
績
良
好

な
り
し
の
故
を
以
て
、
雫
時
に
於

け
る
海
上
再
保
険

唇
國
瞥

こ
し
、
之
に
よ
り
て
財
政
上

の

一
大
財
源

こ
な
さ
ん
ご
す
る
が
如
き
は
、
見
常
連

ひ
も

亦
甚

だ
し

い
ε
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
殿
。

.



理
由

こ
し
て
傅

へ
ら

る
、
第
三
の
読
は
、戦
時
国
防
上
の
必
要
に
出
づ
ξ
の
こ
ご
で
あ
る
。此
理
由

に
は
多
少
考

慮
を
挑
ふ
必
票

あ
ゑ

海
上
再
保
険
を
外
国

壷

る
場
合
に
は
、概
ね
灘
葎

険

の
方
法
に
よ

っ
て
居
る
が
、
.此

場
合
に
於
て
も
船
名
航
路
貨
物
等
の
要
項
は
之
を
専
保
除
者
に
通
知
す
る
ご
ざ
を
要
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
轍
が

此
方
面
に
捜
露

の
手
を
入
る
、
は
、
船
舶

の
行
動
を
探
知
す
.る
手
段
と
し
て
最
も
適
切
な
る
方
法
で
あ
っ
て
、
且

つ

.

脅

得

べ
き
事
柄
で
あ
る
が
ら
で
あ

る
・
斃

死
理
由
を
以
て
海
上
再
保
険
を
国
警

と
せ
ん
享

る
こ
と
は

一
慮

の
道
理

が
あ

る
。

而

し
て
か

、
る
理
由

に
出

つ
る
な
ら

ば
、
.又
之
を
濁
占

こ
す

る
か
若

し
く
は
少
く

ε
も
海
外

へ

の
費
出

は
縄

掛

に
禁
止

す

る
の
必
要

が
あ

る
。
併

し
乍

ら
、
謙

っ
て
考

ふ

る
に
、
敵
情
探
査

に
は
他

に
も
、種
ヵ
な

る
方

法
が
あ

っ
て
、
敵

は
あ
ら

ゆ

る
手
段

を
弄
す

る
に
相
違

な

い
の
で
あ

る
か
ら

、
ロ
ハ海

上
再
保

険

を
国
管

ε
す

惹
だ

け
で
は
船

舶

の
行
動
を
秘

す

る
に
足

ら
組
。
・
故

に
比

熱

に
於

て
は
国

管

こ
す

る
も
せ
ざ

る
も
、

大
し
た
違

ひ

は
な
.い
　で
あ
ら
う
。
…併
し
假

に

↓
歩

を
護

り
、
之

を
国

管

こ
す

み
こ

ご
に
よ
り

て
船

舶
行
動

の
秘
密

を
保

ち
得

る

手

る
も
、
此
目
的

の
儒
め
な
ら
ば
何
も
平
時
脚
う
之
を
國
螢

手

る
の
要
な
一
、戦
時

に
嘗

っ
て

系

に
國
瞥

と

す
れ

ば
足

る
で

は
な
い
か
。
或

は
、
開
戦

に
當

っ
て
之
を

國
.螢

ご
す
る

の
で
は
時

期

既

に
遅

く
、
戦
前

に
締
結

し
た

る
再
保
険
契
約

を
通
し

て
、
敵

は
我
商
船

の
行
動
を
知

り
、戦

端
を
開

く
ご
同
時

に
我
通
商
貿
易

を
阻

害
す

る

の
翠

に
出

つ
る
で
め
ら

う
、
海
上
再

保
険

を
濁
占
國
螢

と
な

す

の
眼
目

は
、
こ

の
開
戦

常
時

に
備

ふ
る
に
め

る
、

≠
二
四
.

ふ
も

の
あ

る
か
も
知
れ
な

い
。
併

し
乍
ら

、
後

に
述

ぶ

る
が
如

く
、
海
上
保
険

に
在

り

て
は

、

　
方

に
於

て
、
其

元

時
駐
問
題

海
上
再
保
隙
國
醤
問
題
.

第
九
巻

(第
六
號

一
一
七
)

八
八
[

'



.

時
事
問
題

海
上
再
保
隙
圃
継
[問
題

第
九
巻

〔第
六
號

「
一
八
〕

八
入
二

保
険

の
引
受

け
を
民

業
と
し
て
許

し
概

く
な

ら
ば
、
他
方

に
於

て
其

再
保
険

を
濁
古

園
鞍
亡

な

さ
ん

ε
す
,る
も
.

到
底
凋
占

の
目
的

を
達

す

る
こ

ご
を
得

す

、
叉
再
保
険

の
海
外

賞
階
を
禁

ぜ
ん

ご

す
る
も
其
目
的

を
達

す

る
こ

ご

が
出
来

る
も

の
で

な
く
、
再

保
険
は
或
大
き

な
穴

を
通

し
て
、
ざ
し
一

海

外

に
貰
聞

さ

る

、
の
可
能

あ

る
も

の

℃

あ
.る
。
故

に
縫

ひ
李
時
よ
り
海
上
再
保
険

を
粥
占
國
鞍

置
こ

又
は
其
海
外
萱
出
を
禁
じ
趾
一
`
も
、
乏
に
よ
り

て
開
戦
當
時
に
於
け
る
商
船

の
行
動
を
秘
し
得

右
も

の
こ
思
ふ
の
は
大
な
る
誤
り
と
謂
は
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
職

購
な
ら
ば
此
穴
も
之
を
塞
ぎ
得

る
方
法
も
あ
る
。
半
時
に
於
て
は
国
際
通
商

の
自
由

脅
害
せ
ざ
る
限
り
、
之
を
家

ぐ
こ
ご
は
不
可
能
で
あ
る
。
(そ
れ
は
彼

某
詳
説
す
る
)。
故
に
假
に
之
を
凋
古
園
管
こ
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
商

船

の
行
動
を
秘
し
得

る
ご
す
る
も
、
.事
實
上
猫
占
を
完
う
し
得
ざ
る
半
時
に
於
て
、
之
を
な
す
も
何
等
の
妓
果
な

い
で
あ
ら
う
。

.

「

右
の
三
論
は
海
上
再
保
険
國
棲
の
理
由

こ
し
て
傳

へ
ら
る
＼
も

の
、
主
た

る
も
の
で
め
る
が
、
其
他
省
之
を
國

瞥

こ
す
る
の
理
由

ε
し
で
傳

へ
ら
る
、
も
の
が
あ
る
。
例

へ
ば
再
保
険
關
係
あ
る
國
家

ご
戦
端
を
開

く
場
合
か
ら

ば
、
其
關
係
断
絶

に
よ
り
て
不
測

の
損
害
を
蒙

る
虞
あ
る
が
故

に
、
之
を
國
憐
こ
す
る
も

の
な
り
ε
言
ふ
が
如
き
、
.

叉
は
大
口
の
再
保
険
が
海
外
に
費
出

さ
れ
て
居

る
結
果
、
我
国
は
保
険
關
係

に
於
て
従
属
的
地
位
に
立
つ
と
云
ふ

が
如
き
も
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
此
等
は
何
れ
遇
海
上
再
保
険
に
限
り
た
遁
も
の
で
な
く
、
総
て
の
国
際
的
纏
・

濟
交
通
に
於

て
均
し
く
存

†
る
事
柄

で
あ
り
、
叉
海
上
保
険
個
螢
の
根
擦
こ
し
て
は
枝
葉
の
も
の
で
、
そ
れ

の
み

「



r

に

て
は
之
を
謄
響

ざ
す

る
理
由

允
り
得

ざ

る
も

の
で
あ

る
O

*

以

上
辿

ぶ
る
が
如

く
、
今
日
我
政

府

が
海

上
再
保
険

を
國
瞥

ζ
な
さ
ん

ご
す

る
目
的

叉
は
理
由

な
り
逸
し

て
癒
…

へ
ぢ

る

＼
所

の
、
正
貨
流
出

の
防
止

ご
云

ふ
こ
ε
も

、
財
政

⊥
の

…
牧
人
源

と
云

ふ
こ

ご
も
、
將

た
、
戦

時
国
防

上

の
必
要

こ
云
ふ
ご

ε
も
、
何

れ
も
皆

理
由

ε
し
て

は
極

め
て
薄

弱
で
あ

っ
て
、否

、
私
を
.し

て
言

は
し
む
れ
ば
、
そ

れ

ら
は
何

等
理
由

だ
る

の
根

撮

が
な

い
、
叉

か

＼
る
目

的

の
爲

め
に
海

上
再
保

険

を
國

螢
ε
な

さ
ん

ご
す

る
も

の

状
ら
ば
、
到
底

そ

の
目
的

を
達
す

る
こ
ご
を
得

な

い
で

あ

ら
う
。

私
は
思

ふ
、
海
上

再
保
険

を
國
轡

と
な

さ
ん

ご

す

る
な
ら
ば
、
其

目
的

叉
は
理
由

穴

る
も

の
は
、
他

の

総
て

の
国
家
政
策

の
場

合

に
於
け

る

ご
均
し
く
、
國
家
生

活

の
安
泰
繁
榮

ε
云
ふ

こ
ε
で
あ
ぢ

ね
ば
な

ら

ぬ
。
而

し
て
国

家
生

活

の
安
泰
繁
榮

を
齎

す
に

は
、
平
時

の
場
合

に
廃

し
て
誤
り

な
き

の
方

法
を
以

て
す

る
ざ
共

に
、
戦

時

の
場
合
を
慮

っ
て
錯
誤

な
き

を
期

す

る
の
要
が

あ

る
。

今

、
海
上
再
保
険

国
管

ε
云

ふ
こ
ご
に
就

い
て
之

を
盲

は

ゴ
、
か

く
の
如

き
政
策

を
ご

る
こ
ご
が
、
平

時

に
在
り

て
は

、
…対
外

貿
易
封
外

連
鹸
…
の
妨
碍

と
な

ら
ざ

る
は
勿

論
、
其
筈
を
保
護

増
…進
ず

る
こ

こ

、
な
ら

な
け
れ

ば
な
ら

露
。

叉
戦

時

に
在
り

て
は
、

一
方

に
於

い
て
、
や
は
り

判
外
貿
易
掛
外
運

輸
を
保

護
増
進

す

ろ
關
係

に
在

る
ε
同

時

に
、
親
方

に
於
て
は
我
戦

争
行
動

を
幇
助

し
且

つ
そ

の
妨
碍

た

る
も

の
を
除

く

の
關

係

に
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。

然

ら
ネ

ん
は
、
縦

ひ
そ

が
他

に
多
少

の
利

便
を
與

ふ
る

こ
.ピ
あ
b

ご
ホ

る
も
、
.国
家
生
活

の
最
高
利
益

に
反

す

る

時
事
問
題

海
上
再
保
隙
圃
瞥
岡
題

、

「

第
九
巻

(第
六
號

[
「
九
)

八
入
三

...一.



隔

「

蒔
事
問
題

海
上
再
保
険
國
螢
問
題

・

第
沁
巻

{第
六
號

「
二
〇
)

八
入
四

、

の
故

を
以

て
、
か

》
る
政
策
は
之

を
排

斥
せ

な
け
れ

ば

な
ら
ぬ
。
海

上
再
保
険
を
国
管

ご
す

る
こ
ε
は
、
果

し
て

こ

の
国
家

生
活

の
最
高

利
益

に
合

す
る
や
否

や
。

以
下

、
場
合
を
.分

っ
て
之
を
.研
究

す
る
で
あ
ら
う
。
.

三

民
瞥
と
併
存
す
る
牧
盆
主
義
に
よ
る
國
瞥

海
上
再
保
険
の
國
螢
ご
云
ひ
て
も
、
前

に

一
言
せ
る
が
如
く
、
そ
れ
に
は
民
瞥

の
存
在
を
許
す
国
管
即
ち
國
瞥

民
轡
併
存

の
場
合
ご
、
晟
轡

の
存
在
を
許
さ
ゴ
る
國
瞥
即
ち
凋
占
國
麟

の
場
合
ご
が
あ
る
。
而
し
て
何
れ
の
場
合

に
於

て
も
そ
の
國
螢
が
牧
盆
主
義
に
よ
り
て
行
は
る
＼
場
合
ご
、保
護
主
義
に
よ
り
て
行
は
る
、
場
合
ご
が
あ
る
。

私
は
行
論
の
便
宜
上
、
発

つ
民
管

と
併
存
す
る
牧
盆
主
義
に
よ
る
國
瞥

の
場
合
よ
り
研
究
す
る
で
あ
ら
う
。

政
府

が
海
上
再
保
険

に
就
て
民
管

の
存
在
を
許
し
、
民
間
會
糺批
に
互
し
て
自
分
も
財
政
土
多
少
の
収
益
を
得

る

目
的
に
て
其
引
受
を
な
す
場
合
に
於
て
は
、海
上
保
険

の
取
引
關
係
は
如
何
な

る
状
態

に
在

る
か
ご
云
ふ
に
、其
場

合
に
は
民
間
保
険
會
祉
は
今
日

の
如
く
、
一
方

に
於
て
は
元
保
険
や
再
保
険
の
引
受
を
な
す
ご
共
に
、
他
方
に
於
て

は
内
外

の
保
険
會
肚
に
再
保
険
を
費

る
こ
と
が
出
來
、
叉
我
政
府
に
も
之
を
賣
る
こ
と
が
出
来

る
。
而
し
て
我
政

府
は
元
保
険
の
引
受
は

一
切
之
を
な
さ
季
、
只
民
間
保
険
業
者

の
引
受
け
た
る
保
険
の
再
保
険

の
み
を
{引
受
く
る

の
で
あ

る
。此
場
合
に
於
て
政
府

の
再
保
険
事
業
が
成
り
立
ち
、其
目
的
ご
ず
る
財
政
牧
人
を
翠
ぐ
る
こ
ご
を
得

る

・

に
は
、
先

つ
第

}
に
政
府
の
事
務
の
取
扱
ひ
方
が
、
民
間
保
険
業
者

の
そ
れ

の
如
く
、
簡
軍
敏
活
な
る
を
要
し
、



¶

,

第

二
に
ぽ
政
府

の
再
保
険
料
率
が
、
競
争
市
場
料
率
、
即
ち
具
腸
的

に
育

へ
は
倫
敦
市
場
料
率
よ
り
高
か
ら
ざ
る

こ
と
を
要
す
る
。
然
る
に
之
が
果
し
て
左
様
に
う
豪
く
行
く
で
あ
ら
う
か
。

今
日
風
聞
保
険
業
者
問
に
取
引
せ
ら
る
㌧
海
上
.再
保
険
は
、内
国
保
隙
業
者
間

た
る
ご
、
内
國
保
険
業
着

こ
外
囲

レ
お

ち

ロむ
づ
　
　
　

保
険
業
者

ご
の
問

た
る
こ
ご
を
澗
は
ず
、
大
部
分
は
豫
定
保
瞼
の
方
法
を
以
て
取
引
せ
ら
れ
、
そ
の
取
引
毎
に
何

笠

々
打
ち
合
せ
を
芋

の
要
な
一
、
料
率
も
元
保
瞼
の
料
率
其
儘

に
用
ゐ
ら
れ
、
.只
元
受
保
険

霜
よ
b
再
保
隙

者

籔

し
・

一
定

の
事
項
を
通
告
ず
る
.の
み
を
以
て
足
る
。
叉
損
罫
堆
補

の
貴

・
に
在
り
て
も
、
元
受
保
険
者
の

な

し
允
る

損
害
査
定

、
保
険
金

の
実

綿
其

他

の
塵
世

に

就
き

て
は
、
再
保

険
者

は
原
則

と
し
て

そ
れ
を
曾

宣

し
て

何

等

の
異
議

を
唱

へ
ざ

る
こ
ご

＼
な

っ
て
居

る
、
更

に

、
相

互

に
信
用

の
厚
き
保
険
業

者
間

に
あ

り
て
は
、
此
豫

定
保

険
も
所
謂

HW写
∩芹

明
津
窓
ρ

の
方

法

に
よ

り
て
行

は
れ
、
損
害

填
補

を
な
す
場
合

の
外

、

　
定
事
項

の
通
告

を
も
省
略
す
る
こ
と
も
あ
る
・
か
あ

如
く
再
保
険
取
引
な
る
も

の
は
、
大
勝
極
め
て
簡
輩
敏
活
に
行
は
れ
て
居

る
の
で
あ

る
が
、
政
府

が
之

を
行

ふ
場
合

に
於

て
も
、

か
く

り
如
く
簡

単
敏

活

に
取
扱

は

る

」
で
あ

ら
う

か
。
若

し
然
ら
す
し
て
繁
交
響
鷹
的
ピ
取
扱
は
る
姦

ら
ば
、
政
府
の
再
保
険
料
率
が
著

し
一
民
間
料
率
よ
り
低
額
な
ら

ざ

る
限

り
、
再
保
険

は
殆

ご
総
て
民
間

に
吸
現

せ
ら
れ

、
国
管
保
険
は
名
目

を
存
ナ

る
に
渦

ぎ
ざ

る
こ
電

玉
な
り
.

終

る
で
あ
ら
う
。

殊

に
料
率

に
至

っ
て
は
▼
政

府
は
今
日
民
間

の
豫

定

保
険

に
行

は
る

〉
如
く
元
受
保
険
者

の
料
率

に
信
頼

レ
て
、

塒
事
間
通

檎
上
再
保
強
固
脅
問
題

第
九
巻

〔第
六
號

　
二
}
.)

八
八
玉



.時
事
町
題

海
上
再
保
隙
國
欝
跳
腰

・

.

第
九
倉

〔第
六
號

「
二
二
)

八
入
穴

之

に
よ
り
.て
申

込
額
を
誰

く
引
受

く

る
ご
云

ふ
事

は
ヤ果
.し

て
そ

の
駕

し
得

る
厨

で
あ
ら

う
か
.恐

ら
く
は
政
府

は

狡
嫌

な

る
保
険

業
者

が
故
意

に
低
率

な
.る
引
受
け
を

な
し

、
只
手

敷
料

を
得

る

こ
と
の
み
を
目
的

達
し

て
政
府

に

再

保
険

を
責
込

む
ご
ε
を
防

ぐ
必
要

上
、
.豫

宛
保
険

の
取
扱

ひ
を
な

さ
.牽
、
叉

は
維

ひ
其
取
扱

ひ
を
な
す
も
、
料
率
.

の
み
は
政
府
に
於
て
個
々
に
決
定
す
る
こ
§

な
る
で
あ
ら
引
。
叉
、
國
鞍
保
険
㊨
制
度

ご
し
て
は
實
際
爾
か
せ

ざ

る
を
得

な
い
で
あ
ら
.う
。
か
く
て
政
府

が
再

保
隙
.料
率

を
目

ら
決

定

す
る
も

の
こ
せ
ば
、
政
府

の
保

険

の
下

に
集

り
凍

る
ご
豫
恕

し
得
一る
物
件

の
み
に
よ
り

て
、
倫
敦

而
場

に
於

け

る
が
如

き
低

準

な
る
保
険
料

を

算
出

す
る
こ

と

を
得

る

か
ど
云

ふ
問
題

が
起

る
。
比
熱

は
私

に
は
何
れ

と
も

正
確

な

る
判

断

を
す

る
こ
と
が
出
来

な

い
か

ら
、
老
練
・

な

る
責
務

家

の
研
究

に
譲

る
の
外

は
な

い
。
併

し
な
が

ら
極

め
て
概

括
菰

る
判
断

が
許

さ
る

～
な
ら
ば
、
私

は
夫

れ
丈

け

の
物
件

で
は
、
倫

敦
市
場

に
於
け

る
が
如

き
低

率

は
見
出

し
得

な

い
で
あ

ら
う

ご
思

ふ
。
若

し
果

し
て
政

府

の
定
む

る
厨

が
倫
敦
料
率

よ
り
高

か
ら

ざ

る
を
得

ざ

る
も

の
ε
せ
ぱ
、
國
鞍
保
険

は
名

目
を
留
む

る
に
過

ぎ

な

.い
こ

ご

、
な

る
は
明

か
で
あ

る
。
取
扱

手
綱

が
繁
雑

な

る
上
に
料
率

が
高

け
れ
ば
、
國
麟
保
険

に
は
何
等

の
取
柄
.も

な

い
。

か
く
て
も
荷

、
國
瞥
保
険

に
持

込
む
も

の
あ
ら

ば
、

そ
は
民
間
保

険
業
者

に
於

い
て
到
底
引

受
を
肯

ぜ
ざ

る

び
四
α
「置
パ

の
み
で
あ
ち
う
。

そ
れ
で

は
収
益
を

目
的

ε
す

る
國
搬
保
険
・は
成

り
立

ち
得

な

い
。
.或

は
、
牧
支

計

算
上
成
一り
立

ち
得
す

と
す
る
も
、
国
家
は

か
く
民
間

保

険
業
者

に
於

て
引

受
け
手

の
な
き
様

な

げ
p山
路
m犀

を

、
多

少
国
庫

の
負
撚
に
於

て
引
受
け

て

こ
そ
、民

管
保
険

の
映

を
補

ひ
、
貿
易
運
輸

を
増
進

す

る
所

以
ご
な

る
の
で
は
な

'

國



い
か
、
ε
の
論
も
豫
恕
し
得
ら
れ
な
い
で
疑

い
。
併
し
乍
ら
、

琶

算

の
中
に
て
も
保
険
業
者
が
引
受
け
を

肯

ぜ
阻
様

な

び
巴

「昇

は
、
航

海
運
輸
上

一
見
危
険

甚

し

い
も

の
で
あ

る
か
ら
、

か

、
る

.葬

の
引

受
手

の
な

い
の
は
、
寧

ろ
航

海
運
輸

の
安

全
を
保

つ
所
以
、で
あ

っ
て

、
そ

れ
を
政

府
が
引
受

く

る
巴
云

ふ
は
、
却

っ
て
そ
の

安

全
を
害
す

る
こ
冠

、
な

る
。

か

、
る

こ
ご

は
決

し

て
国
家

の
探

る

べ
き
政

策

で
は

な

い
。

四

民
瞥

と
併
存
す

る
保
護
主
義

に
よ

る
國
替

着
述

べ
な
る
所
は
・
国
家
が
牧
盆
主
義
に
よ
り
て
海
上
再
保
険
を
國
警

手

る
掛
合
に
閲
し
て
語

る
。
併
し

乍
ら
、
之
ざ
異
り
、
若
し
国
家
が
掛
外
貿
易
封
外
連
輪
を
保
護
奨
脇
す
る
趣
旨
に
よ
b
、
恰
も
航
路
補
助
金
、
造

船
奨
頭
金
を
支
出
す
る
ε
同
様

に
、
多
少

の
国
庫
負
憺
を
見
積

り
、
低
廉

な
る
料
率
を
以

て
再
保
険

の
引
受
け
を

な
す
な
ら
ば
、
其
手
績
が
甚
六
し
く
繁
文
纒
磯
釣
に
非
ざ
る
限
り
、
國
瞥
再
保
険
は
民
楼

の
そ
れ
ε
併
存
し
て
十

分
成
り
立
ち
得
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
此
場
合
に
於
て
は
、
国
庫
は
多
少

の
支
出
を
畳
悟
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
國

螢
保
険

の
下
に
集
り
来
る
保
険
物
件

の
み
に
よ
り
て
、
倫
敦
料
率
よ
り
も
低
廉
な
る
料
率

を
見
出
し
得

る
や
否
や

は
、
初
め
よ
b
問
題
で
な
い
。
只
問
題
は
、
か
く
の
如
く
に
す

る
ご
き
鳳
、
之
が
爲
め
に
要
す
る
圃
庵
負
推
が
幾

許
に
上

る
か
不
明
な
る
の
黙
の
み
に
あ

る
。
・或
は
.此
黙
を
捕

へ
て
、
再
保
険
國
瞥
は
財
政
學
上
底
瞥
事
業
の
原
則

に
反
す
ピ
て
排
斥

せ
ら
る

》
か
も
知
れ
煎
。
貴
際
、
潤
庫

の
食
擢
こ
な

る
・べ
き
金
額
が
不
明
に
し
て
豫
想
し
得
ず

僻
審
問
通

塗

再
保
隙
國
麿
問
題

鶴
丸
岩

(第
六
號

三

三
　

八
入
士

「. 一一



9

暗
事
問
題

海
上
再
保
険
藤
螢
開
題
.

第
九
燈

(第
六
號

『
二
四
∀

八
入
入

ぱ
、
財
政
技
術
上
困

ろ
厨
あ
る
で
あ
ら
う
、
叉
か
、
る
國
螢
事
業
は
、
今
日
迄
の
財
政
學

の
敷
ふ
る
所

に
適
合
し

な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
、
国
家
生
活

の
最
筒
利
益
が
要
求
す
る
な
ら
ば
、
財
政
接
穂
上
の
困
難
位

の
こ
ヒ
は

忽
ぱ
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
今
日
迄

の
財
政
　學
の
漱
ふ
る
所

の
如
き
は
顧
慮
す
る
の
要
は
な

い
。
眞

の
問
題
は
国
家

生
活

の
最
亡
同
利
益

に
合
す

る
や
杏
や
に
あ
る
。

政
府
が
画
庭
の
負
憺
に
於
て
、
倫
敦
市
場
に
於
け
る
よ
り
も
低
廉
な
る
料
率
に
て
、
民
間
保
険
業
者

ε
互
し
て
再

保
険

の
引
受
け
を
な
す
な
ら
ば
.一

而
し
て
其
取
扱
ひ
が
繁
文
輝
膿
胸
で
な

い
な
ら
ば
1

實
際

の
結
果
に
於
て

.

は
、
再
保
険
は
殆
ぜ
総
て
政
府

の
下
に
集
り
来
り
、
之
を
猫
占
國
瞥

ご
な
し
起
る
ε
同
様

9
1状
態

に
な
る
。而
し
て

此
場
合
に
は
、
元
保
陰

の
料
率

に
も
影
郷
骨
を
及
ぼ
し
、結
局
そ
は
政
府
決
定
の
再
保
険
料
率

と
同
標
`
な
る
。
蓋
し

元
受
保
険
業
者
は
此
料
摩
に
於
て
引
受
を
な
才
も
、
之
を
大
部
分
其
儘
政
府
の
再
保
険

に
附
す
る
こ
遠
を
得
て
、
自

力
め
けル
コ
ユ
ヨ
　

己

の
計
算
に
臆
す
る
多
少

の
保
留
部
分
あ
ろ
も
一

此
部
分
に
…劃
し
て
は
倫
敦
料
率
ご
政
府
料
牽
蓬
の
差
額
だ
け

元

受
保
険
業
者

の
損
で

あ

る
が
一

政
府
よ
り
受
く
る
手
数
料
に
よ
り
て
、
優

に
塒
業
上
の
牧
人
こ
な
す
こ
ご

を
得

る
に
よ
b
、
相
互
就
争
上

、
之
以
上

の
料
牽

の
保

険
は
存

在

の
飴
…地

な
き

か
ら
で
あ
る
。

か
く
元
保
陰

の
料

率

が
、
倫
敦
料
牽

よ
り

も
安
き
国
替

再
保

険
料

摩

と
同

一
ご
な
れ
ば

、
我
国

の
貿

易
や

運
輸

は
他
國

の
そ
れ
よ
り

も
低
廉

な

る
保
険
…に
よ

り
て
保

護

せ
ら

る
＼

こ

と
、
な

り
、
そ
れ

だ
け
國
[際
問

の
競
争

土
有
利

の
地

位

に
立

つ
こ

ε
」
な
る
。
故

に
、
政

附

が
国
庫

の
負
措

を
以

て
低
廉

な
る
料
率

に
よ
り
、
再
保
険

の
引
受
け

を
な
す
は
、
国
家



生
活

の
最
高
利
益
に
合
致
す
る
政
策

な
り
ご
私
は
思
ふ
、
疏

に
此
制
度
に
よ
る
薯

は
.
平
時

に
在

り
て
は
封
外

貿
易
野
外
運
輸
.の
保
護
奨
脚

こ
な
り
、
戦
時
に
在
り
て
は
、
閑
職
虐
共

に
、
軍
に
外
國

へ
再
保
険

の
費
出
を
な
す

を
禁
ず
る
法
律
を
獲
存
す
る
の
み
に
よ
り
て
、
海
上
保
険
界
に
何
等
貴
賓
上

の
拝
撃
を
與
ふ
る
こ
ご
な
く
、
既
に

大
慌
猫
占
こ
な
り
居

る
此
制
度
を
名
賀
共
完
全
に
凋
占
ε
な
す
ご
ε
が
出
来

る
。
我
政
府

が
果
し
て
、
海
上
再
保

険

の
國
鞍
を
蟹
行
ぜ
ん
ご
す
る
な
ら
ば
、
此

に
述

べ
だ
る
趣
旨

に
よ
り
て
や
る
が
よ
い
。
叉
之
を
外
に
し
て
は
國

螢
再
保
険
成
立

の
方
法
は
あ
る
ま
い
。

但
し
、
右

の
如
き
方
法

に
よ
り
て
再
保
険
國
楼
を
な
す
場
合

に
は
、
第

一
に
は
外
國
の
貿
易
及
び
運
輸
が
、
我

国
管
保
険

の
恩
恵

に
均
霑
す
る
こ
ε
な
き
様
十
分
の
注
意
を
加
ふ
る
必
要
が
あ
る
。
帥
ち
船
膿
保
険
に
あ
り
て
は

日
本
船
舶
に
限
り
、
貨
物
保
険
に
あ
り
て
は
匠
本
諸
藩
を
護
送
港
叉
は
到
着
港

ご
す
る
も

の
に
し
て
取
引
常
事
者

の
少
く
ど
も

一
方
は
日
本
人
た
る
こ
ε
を
要

す
ε
す
る
の
で
あ
る
。
第

二
に
は
、
此
保
険

の
爲

め
に
国
家
が
支
出

す
る
費
用
は
、
必
争
先
づ
商
工
業
暫
時

に
貿
易
運
輸
業
者

の
負
推
ご
な
る
租
税
に
よ
b
て
支
辨
せ
ら
る

、
こ
ε
を

要
す
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
、
彼
等
は
国
家
制
度

の
名
の
下
に
、
国
民
の
他

の
部
分
に
不
當
の
負
撚
を
な
さ
し
め
て
、

ヒ

己
れ
凋
b
之

に
ポ

り

て
利

†
る
結
果

ご

な
り

、
國
富

分
配
上

に
不
公
雫

を
生
中

る
か
ら
で
あ

る
。
第

三

に
は
此
國

瞥
再
保

険
は
国
家

制
度

こ
し
て
永
続

的

の
も

の
た
ら

し

め
、
内
閣

の
交
迭

こ
共

に
容

易

に
腹
止

し
得

る
が
如

き
も

の
起
ら

ざ
ら

し
む
る
こ

と
を
必
要

ざ
す

る
。

蓋
し
、

既

に

…
冒

せ
る
が
如
く

、
政
府

が
倫
敦
市
場

よ
り
も
低
率
を

時
事
問
題

海
上
再
保
隙
國
瞥
問
題
.

第
九
巻

〔第
六
號

一
二
五
)

八
八
九

、

=一 　



時
事
問
題

海
上
再
保
険
國
螢
問
題

・

第
九
巻

(第
六
號

一
二
六
)

八
九
〇

以
て
再
保
険
の
引
受
け
を
な
す
ε
き
は
、
我
海
上
保
険
界

に
於
け
る
元
保
陰

の
料
率
は
、
結
局
政
府
の
再
保
険
料

率

ε
.同

一
ξ
な
り
、
民
間
保
険
業
者
は
、
從
來
の
如
く
、
料
率
決
定
上

に
要
す
る
多
年
の
縄
験
も
、
外
國
保
険
會

砒

亀
の
連
絡
を
保
持
す
る
に
要
ず
る
信
用
も
、
將
た
、
低
廉
な
る
料
率
を
算
出
す

る
が
爲
め
薫
出
来
得
る
限
り
多

藪

の
被
保
険
物
件
を
集
む
る
こ
ε
も
、
総
て

一
切
無
用

に
締
し
、
彼
等
は
貴
賓

に
於
て
は
只
政
府
保
険

の
代
理
業

者
ε
な
り
終
る
⑳
で
み
る
。
随

っ
て
、

一
方

に
於

て
は
、
本
営

の
意
味
の
海
上
保
険
な
る
も
の
は
、
民
管
ご
し
て
は

殆

ε
消
滅
す
ろ
ε
共
.に
、
他
方
に
は
、
多
年
幾
多

の
艱
難
を
脛
て
今
日
の
地
位
を
臓
ち
得
た
る
老
大
曾
肚
も
、
漸

く
出
來
た
ば
か
り
で
信
用
も
経
験
も
ま

だ
備

は
ら

ざ
る
新
小
會
肚
も
、
之
を
同

一
の
地
位

に
置
く
こ
ε

、
な
る
。

之
れ
兎
も
角
も
民
管
海
上
保
険
、
特

に
老
大
曾
乱肌
に
謝
し
て
は
致
命
的

の
大
打
撃

で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
之
も
國
　

家
生
活

の
長
潟
利
益
が
要
求
す
る
ε
な
ら
ば
忍
ば
ざ
る

べ
か
ら
ざ
る
犠
牲
で
あ
り
、
且

つ
国
管
海
上
再
保
険
が
よ

述

の
如
き
趣
旨
に
て
眞
に
永
続
的

に
行
は
る
、
な
ら
ば
、
、之
も
有
政
に
彿
は
れ
た
る
犠
牲
で
あ
る
。
併
し
、
政
府

が
之
を
本
當
に
永
続
的
国
家
事
業
ε
し
て
行
ふ
こ
ご
を
得
季
、
内
閣
の
交
迭
す
る
が
如
き
場
合
に
、
そ
れ
`
共
K

廃
止
せ
ら
る
＼
様
な
こ
ご
あ
ら
ば
、
此
犠
牲

は
全
く
無
意
味
に
な
っ
て
、
徒
ら
に
、
国
民
経
済
を
撹
齪
し
起
る
に

過
ぎ
ざ
る
こ
重

な
る
。
之
れ
、
愈
此
婁

を
實
行
す
譲

ら
ば
、
永
驚

倒
家
璽

薩

す

べ
き
確
婁

ゑ

衡
根
撮
を
作

っ
て
費
行
せ
ん
こ
せ
を
堅
む
所
以
で
あ
る
。

/
.
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五

版
金
主
義
に
よ
ゐ
猫
占
國
齢

"

前
段
に
述

べ
起
る
制
度
に
於
て
は
、
民
間

の
海
上
保
険
業
者
は
元
保
険

の
群
動
け
を
な
し
得

る
は
勿
論

、
再
偲

険

の
引
受
け
を
も
な
す
こ
ご
を
得

べ
く
、
且

つ
自
己
の
引
受
け
た
る
元
保
陰
を
再
保
険

こ
し
て
費
ら
ん
と
す
る
場

合
に
於

い
て
も
、
法
律
上
は
、
必
ず
し
叡
之
を
政
府

の
、保
険
局

に
持
ち
行
く
こ

ご
を
要
せ
す
、
内
外
に
於
け
る
自

己

の
便
宜

こ
す
る
保
険
業
者

に
賣

る
の
自
由
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
海
上
再
保
険
を
凋
占
國
瞥
と
す
る

ご
き
は
、
民
間

の
海
上
保
険
業
者
は
一兀
保
隙
の
引
受
け
を
獄
し
得

る
に
止
ま
り
、
再
保
険
の
引
受
け
を
な
す
こ
ご

を
得
す
、
叉
自
己
の
引
受
け
だ
る
元
保
瞼
は
、
之
を
再
保
瞼

こ
し
て
費
ら
ん
こ
す
る
場
合
に
は
、
.必
中
政
府
の
保

険
.局
に
持

ち
行
く
こ
ご
を
要
し
、
.内
外
の
保
険
業
、者
に
賣
る
こ
と
は
禁
止
せ
ら
る

、
の
で
あ
る
心
且

つ
此
場
合
に

於
て
は
、
凋
占

の
實
を
畢
ぐ
む
必
要
上
、
前
段
に
述

べ
詮
る
制
度
よ
り
は
、
多
少
異
る
範
園

に
於
て
更
に
厳
重
に

被
保
険
物
件
を
限
定
す
る
必
要
が
あ

る
。
而
し
て
其
限
定
方
法
は
、
牧
盆
主
義
に
よ
る
稠
占

ε
、
保
養
奨
剛
主
義

に
よ
る
濁
音

ご
に
よ
り
て
異

る
。

先

づ
、
牧
盆
主
義

に
よ
る
場
合
よ
b
吟
味
ず
惹
に
、
此
場
合
に
ぼ
、
出
來
得
る
限
り
多
く
の
被
保
険
物
件
を
集

む
る
を
利

こ
す
る
か
ら
、
我
国
法
の
及
ふ
最
大
範
園
に
於
て
之
を
求

む
る
こ
ご
Y
な
る
。
故

に
そ
れ
は
結
局
、
日

本
注
に
.よ
り
て
設
立
さ
れ
た
る
海
上
保
険
會
肚

の
引
受
け
拠
る
保
険
契
約
鴨
井
び
に
外
國
保
険
會
肚

に
し
で
日
本

僻
事
問
題
.

溝
上
再
保
隙
國
醤
問
題
「

・

第
九
巻

(第
六
號

一
二
七
)

八
九
一
・

.

困
.

凸
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..一

時
事
問
題

海
上
再
保
隙
醐
螢
問
題

第
九
巻

〔第
六
號

】
昌
八
V

八
九
二

領
土
内
に
於
て
一得
だ
る
保
険
契
約
は
、
再
保
険
に
附

せ
ん
ε
欲
す
る
場
合
、
必
で
之
を
政
府
保
険
局
に
持
ち
込
む

こ
ご
を
要
す
ε
い
ふ
様
な
規
定
を
設

く
る
こ
と
、
な
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
政
府
は
此
場
合
に
於
て
も
.
豫
定
保

.

瞼
の
方

法
を
ご
ら
チ
し
て
、

訂
ら
料
牽

の
決
定
を
な
す
こ
と
、
な
る
で
あ
ら
う
。

か
く
て
此
場
合
に
起

る
問
題

は
、
や
は
ヶ
第

「
に
は
、
一峡
府
料
率
は
倫
敦
料
率
よ
り
高
か
ら
ざ
る
こ
ご
を
得
る
か
と
云
ふ
黙

に
あ
る
。
私
は
、

.

此
場
合
料
率
決
定

に
關

ず
る
纏
駿
を
有
す
る
老
練
家
が
其
局

に
當

る
な
ら
ば
、
.政
府
料
率
は
倫
敦
料
率
よ
り
大
禮

に
於

て
高
か
ら
ざ
る
こ

蓄

得

窪

墨

。
併

し
乍
ら
、試
み
に
成
る
老
練
家

の
説
を
聞
産

、政
府
料
率
は
此
場

合
に
於
て
も
倫
敦
料
率
よ
b
も
高
か
ら
ざ
る
を
得

な
い
と
オ
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
若
し
果

し
て
然

ら
ば
、
此
凋
古
園

管
は
我
封
.獅
・貿
易
封
外
連
鯨
を
不
利
な
る
地
.位
に
陥
る
Σ
こ
ご

、
な
る
か
ら
、
極
力
排
斥
せ
ね
ば
な
ら
諏
で
あ
ら

う
。
併
し
私

の
推
断

の
如
一
、
政
府
料
率

が
倫
敦
料
.傘
よ
り
高
か
ら
ざ
る
こ
ご
を
得
&
す
る
も
、
そ
れ
に
は
猫
古

園
管
が
完
全
に
行

は
れ
、
上
述

の
範
園
内

の
被
保
.瞼
物
件

に
就
て
は
、
其
再
保
隙
が
鑑
く
政
府
保
険
局
の
下
に
集

る
こ
ご
を
要
す
る
。
少
く
こ
も
、此
濁
占

に
太
い
な
乃
穴
あ
り
て
、
此
先
を
達

し
て
再
保
険
が
外
国

へ
責
ら
る
玉
ε

云
ふ
檬

な
こ
ご
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
故

に
第

二
に
は
此
猫
占
が
完
全
に
行
は
れ
得

る
や
否
や
が
問
題
こ
な
る
。

凋
、古
園
醤
事
柴
の
中
に
は
、
完

全
な
る
凋
占

の
行
は
れ
得

る
も
の
ε
然
ら
ざ
る
も
の
ε
あ
る
。
交
通
機
關

の
濁

占

の
如
き
は
完
全
な
る
こ
ご
を
得

る
。
凋
占
國
管
が
完
全
な
る
こ
ε
を
得
申
し
て
多
少

の
缺
陥
あ
る
場
合
に
於
て

篭
、
其
缺
陥
が
殆
ざ
何
等
濁
音

の
目
的
を
害
す
る
に
至
ら
ざ

る
も
の
9
、
些
少

の
缺
陥

と
難

も
、
蟻
穴
大
場
を
潰

,



「す
が
如
く
、
凋

肖

の
目
的

を
全

く
達

す

る
能
は
.ざ

る
に
至

ら
し
む

る
も

の
.ご
あ

る
。
煙
草
專
賢

や
撞

專
畳

の
場

合

に
あ

り
て
は
、
多

少

の
密
識
入

あ

る
も
國
家
凋
占

を
害

下
る
に
至
ら
な

い
。
然

る
に
、
海

翫
再
保
険

の
凋
占

国
管
.

は
之

ご
異
り

、
僅

か
な

る
穴
も

之
を
塞
ぐ

に
あ

5
ざ
れ

ば
、
猫
古
園
鞍

の
箕
を
浸

却

せ
し
む

る
に
至

る
も

の
で

あ

る
o
然
ら

ば
、
此
撮
物
A
口
に
於
け

る
虹
ハ硯
川謂
穴

ご
け
…
留四
が
」
や
。
口]
く

、
置
ハ
…
は
洞
本
侃
瞼
命
瓢
肌
が
1

一止
仙候
に
.　論
へ

ば

.
口
本
保

瞼
會
糺凪
の
關

係
者

が
i

鈍
凋
古

園
螢

脅
脱

法
す
る
爲

め
に
外
國

に
於

て
設

立

す
る
所
.の
、
日
木

人
.

を
株
主

`
す
る
外
囲
保
険
會
枇
で
あ
り
、
其
二
は
外
国
保
険
會
瓶

の
日
本

に
於
け
る
支
店

出
張
所

代
理
店

で
あ

る

。
、
濁

占
國
鞍

の
下

に
在

り
て
は
.
我
保
険

業
者

は
再
保

険

を
外
囲

へ
賣

る
こ
ε
が
許

さ
れ
な

い
こ
と

に
な
る
。
随

っ
て
法
律

上

に
於

て
は
必

ず
政
府

保
険
局

へ
持

込
ま
ね

ば

な
ら
ぬ

の
で
あ

る
が
、
彼
等

が
若

し
之

を
保
険
局

へ
持

込
む

こ
と
を
不
便

不
利

ビ
な
さ
ば
.
敢

て
此
濁
古

法
を
潜

る
手

段
を
案

幽
す

る
に
苦

ま

な
い
で
あ
ら

う
。
而
し

て
.

其
手
殺

り
一
ε
し
て
.
恐
ら

く
は
彼

等
が
先
づ
探

る
庭

の
も
の

は
、
現

に
彼

等

の
脛
螢

せ
る
既
設

の
日
本

保
険
會

肚

は
、
之

を
有
名

無
賃

の
儘

に
捨

て
撞
き

.
其

分
身
な

る
外
囲
會
肚

を
、
日
本
人

の
み
を
株

主

こ
し

て
、
叉

は
日

本
人

を
圭
起

る
株
主

こ
し

て
、
外

図
法
に
よ
り
外
国

に
於

て
設

立

し
、
其
支
店

を
日
本

に
置
き
、
此

支
店

に
於

て

後
前

の
顧

客
を
相
手

に
海

上
保
険

の
引
曳

け

を
な

す
ざ

云
ふ
方

法

で
あ
る
。
、而
し

て
此
支
店

に
於

て
引
受

け
だ

る
.

海
上
保
険

は
、
之

を
再

保
険

に
附

耽

る
場

合

に
は

、
我

政

府
保

険

局
.へ
持

ち
行
か
す

、
其
盤

外
國

に
存

す
る
本
店

時
事
問
題

海
上
再
保
険
…團
一管
問
題

、

第
九
巻

(第
六
魏

一
二
九
}

入
九
三

ゆ



巳

嚇
事
問
題

海
上
再
保
隙
國
膏
問
題

第
九
巻

(第
六
號

=
二
〇
)

八
九
四

へ
蓬

り
、
本
店

に
於

て
適
當

に
庭

徴
す

る
の
で
あ

る
。

随

っ
て
支
店

の
帳
韓

土

に
は
、
其
引

受
け
た

る
保
険

が
其

盤
保
有
せ
ら
れ
居

る
か
、
又
は
再
保
険
に
附

せ
蜜

異

る
か
に
就

い
て
何
等

の
痕
跡
だ
も
留
め
な
い
。
政
府
は
濁

占
国
管
を
出兀
企
に
實
行
せ
ん
が
爲
め
、
勿
論
相
當
の
取
締
法
を
歯触
で
る
で
あ
ら
う
が
、
そ
は
日
本
に
本
店

の
存
す

る
會
肚
に
謝
し
て
の
み
有
敬
で
あ
っ
て
、
右
の
如
き
支
店

の
行
爲
に
謝
し
て
は
何
等

の
奴
果
も
な

い
。
若
し
日
本

に
本
店

の
存
す
る
日
本
會
肚
が
1

今
日
現

に
存
す
る
會
肚
の
如
き
が
i

外
國

に
存
す

る
其
支
店
を
通
じ
て
、

外
國
會
肚
に
再
保
険
を
宣
る
形
跡
あ
ら
ば
、
之
は
取
締
の
方
法
も
あ
り
、
文
事

に
よ
b
て
は
謄
業
禁
止
を
命
ず
る

こ
ご
も
出
家

る
。
併
し
乍
ら
、
縦
ひ
.至
部
若
く
は
ま
た
る
株
主

が
日
本
人
で
あ
る
ご
は
云

へ
、
外
國
注
に
よ
り
て

設
立
せ
ら
れ
、
外
囲

に
本
店
の
存

す
る
會
肚

に
謝

し
て
は
、
瞥
業
禁
止
を
命
ず
る
こ
ご
は
到
底
出
来
な
い
。
散
に

凋
占
國
糖
を
貫
徹
せ
ん
ピ
せ
ば
、
此
場
合
、
日
本
人
は
海
上
保
険
を
燐
む
ご
せ
を
目
的

と
す
る
外
國
會
砒
を
設
立

す

る
こ
と
を
得
す

、
ご
オ

ふ
様

な
法
律

を
作

る
よ

り
外

に
途

が

な

い
。
一

凋
占

国
警

法

が
、

そ
れ

の
み
に

て
目

的
を
完
全

に
達

す

る
こ
と
を
得

す
し

て
.、
か

ン
る
法

径
を
作
ら

ね
ば
冷
ら

ぬ
の
は
、
立

法
技
術

ε
し
て
如
何

に
も

拙

い
。
一

併

し
兎
も
角

も
之

に
て
第

一
の
穴

は
塞

ぐ
こ

蓬
が
出
来

る
.
併

し
乍

ら
、
ま

だ
第

二
の
穴

が
あ

る
。

純
然
れ
る
外
國
會
甦

の
目
木
に
於
け
る
瞥
業
が
即
ち
是
で
あ
る
。

牧
盛
業
義

に
よ
り
て
、
海
上
再
保
険
を
濁
占
國
管

ε
な
す
ヒ
き
は
、
外
囲
海
上
保
険
愈
肚

の
日
本

に
於
け
る
支

店
出
張
所
代
理
店

が
、
口
本
領
上
肉
に
於

て
引
受
け
た
る
保
険
契
約
を
再
保
険
に
附
せ
ん
ご
す
る
場
合
に
は
、
必
事

■

.



、

そ
れ
を
日
本
政

府
の
保

険
局

に
持

ち
行

く

べ
き

も

の
`

す

る
こ
ε
が
、
必

要

な
る
事
項

こ
な

る
は
、
既

に

;

口
過

る
所
で
あ
る
が
・
彼
等
が
若

し
呆

驚

の
保
険
局
に
持
込
む
.窪

集

利
手

る
な
ら
ば
、
前
述
の
仮
装
外
囲

綴

會
婁

同
様

旨

査

於
け
・
店
舗

に
て
は
何
等
再
保
険

の
手
響

な
享

、
其
引
受
け
砦

保
険
を
畢

本
国
に
逡
b
表

店
を
通
し
て
本
塁

繕

國
の
保
撃

者

に
其
環

険

釜

・
で
あ
ら
き

之
に
劃
し
て
は
、
・
、

日
本
政
府

持

叢

締

る
べ
き
方
法
が
な
い
。
呆

に
於
け
る
彼
等
の
店
舗
、
彼

等
の
帳
簿
鋳

し
て
は
、
取
締

の
途

が
あ
り
、
取
調

へ
の
羅

も
あ
る
。
併
し
外
囲
に
在

・
本
店
暑

し
て
は
、
果

圃
警

及
ぷ
、能
は
ざ
る
所

で
め
る
・
さ
れ
ば
外
囲
保
険
會
肚
は
.
日
本

の
再
保
険
凋
占
法
を
潜

り
、
日
本
會
吐
が
此
櫛
占
法
に
よ
り
て
不
利
.

の
地
位
に
在

る
の
逆
境
に
乗
じ
、
盛
旨

本
に
於
て
海
上
保
険
を
引
受
け
、
之
寒

国

に
て
適
當
に
消
化
す
る
に

至

る
で
あ
ら
う
・
斯

の
如
姦

態
に
薯

至
ら
ば
、
我
猫
占
緊

は
暫

我
侭
瞼
業
者

を
徒
ら
に
害
し
て
外
囲
保

険
薯

を
利
す
る
…

差

る
の
み
な
集

、
猫
占

の
目
的
亭
達

し
て
牧
猛
撃

ぐ

る
こ
寒

ざ
は
到
底
不
可
能

で
め
る
・
若
し
強

い
て
響

の
趣
旨
を
撮

せ
ん
が
爲

め
条

条

が
ん
巌

せ
ば
、
外
国
保
険
會
楽

日
杏

於
て
・
海
卜
保

険
業
を
警
む
・
ε
を
全
然
禁
手
る
よ
り
外
に
途
が
な

い
。
海
上
再
保
険

繍

占
國
響

云
き

ε

が
・
國
家
生
活

の
最
高
利
益

〔・上
よ
り
見
て
、
外
囲
保
険
會
砒

の
讐
業
禁
止
を
敢
て
す
べ
き
程
必
要
な

る
こ
姦

ら

ば
、
之
を

禁
止
す

る
も
亦
已
む
を
得

な
い
で
あ

ら
う
。

併

し
乍

ら
、
此
濁
占

國
鞍

は
縦

ひ
牧
盆

主
義

に
出

づ
ビ
錐

も
・
罫
外
貿
易
謀

運
輸
の
保
護
増
進

鼻

盾

す
る
所
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
吉
ふ
迄
も
な
き
所
で
あ
る
。
然
る
に

時
事
問
題

溝
上

・、保
隙
国
警
問
題

第
九
巻

(第
六
號

一
三

一
一

入
九
五

,

●



時
事
問
題

海
上
再
保
険
國
螢

問
題

第
九
巻

(
第
六
號

=
二
二
)
.
八
九
六

外
國
保
険
會
胤
が
日
本

に
於
て
海
上
再
保
険
業
を
瞥
む
窪

を
全
然
禁
止
す
る
は
・
国
際
交
通
自
由

の
原

則
に
反

・す
る
こ
ε
で
あ
る
か
ら
、
外
囲
に
劃
し
、
外

囲
に
於
け
る
日
本

の
貿
易
蓮
輪
業
乃
.墜
迫
禁
止
す
る
の
報
復
的
理
由

を
輿
添
る
こ
ご
Σ
な
る
。
斯

の
如
き
は
、
さ
な
き
だ
に
、
貿
易
運
輸
上
の
発
港
國
が
、
戦
時
中
に
獲
展
し
な
る
日

本
の
貿
易
運
轍

に
謝
し
嫉
意
を
有
し
、
動
も
す
れ
ば
厭
　追
の
手
を
下
さ
ん
と
す
る
今
日

の
聴
機
に
於
て
、
我
國
の

ε
る

べ
き
手
段
で
あ
ら
う
か
。
か
、
る
政
策

の
愚
な
る
は
問
は
す
し
て
明
か
で
あ
ら
う
。

六

保

護

主

義

に

よ

る
猫

占

国

警

.

敗
盆
主
義
に
よ
り
て
海
上
再
保
険
を
凋
占
國
螢

こ
な
さ
ん
と
欲
す

喝
も
、
到
底
共
目
的
を
達
し
得

る
も
の
に
あ

ら
ぎ
る
こ
ご
は
、
以
上
述
ぶ
る
所
に
よ
り
て
既

に
明
か
で
あ
ら
う
。
然
ら
ば
保
護
挺
脚
主
義
に
よ
り
て
之
を
濁
占

国
管
と
す
る
場
合
に
於
て
は
即
ち
如
何
。
保
護
奨
顧
主
義
に
よ
る
猫
古
園
螢
ご
は
、
掛
外
貿
易
鋼
外
連
楡
を
保
護

漿
倒
す
る
目
的
を
以
で
、
多
少
國
庫

の
負
推
譲

る
轟

芋

、
競
争
市
場
料
璽

即
ち
倫
敦
料
奮

り
高
か
ら

ぢ

る
料
率

に
て
、
再
保
険

の
引
受

け

を
な
さ
ん

ご
す

る

の
で
あ

る
が
、
而
も
成

る
べ
く
は
国
庫
。の
負
捨

を
輕

減

せ
細

が
矯

め
に
之
を
.濁
占
國
瞥

ε
な
す

の
で
あ

る
。
故

に
此

場

合
に
於

て
は
敗
支
計
算

⊥

の
剰
飲
を
得

る
こ
ご
を
キ
眼

`
す

る
の
で
は
な

い
が
、
併

し
成

る

べ
く
は
其
均
衡

を
得

ん

と
す

る
の
で
あ
る
か

ら
、
倫
敦
料

率
に
近

き
料
率

に

へ

一、
再
保
険

の
引

受
け
を

な
す
ご

萱

な

る
。
而

し

て
此

場
合

に
於

て
も
、
政
府

事
業

こ
し
て
は
、
嚢

に
蓮

べ
π
る

「

,

,
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が
如
く
、
民
間
保
隙
業
者
間

に
於
け

る
が
如

き
簡
便
な
る
豫
定
保
陰

の
方
法
を
ご
る
こ
ピ
を
得

な
い
か
ら
、
政
府

保
険
局
に
再
保
険
を
特
込
む
こ
ご
は
、
ム民
間
保
険
業
者
相
互
の
問

に
於
け
る
が
如

く
丙
↓久
は
倫
敦
保
険
業
者
に
質

込
む
場
合

の
如

く
、
.爾
く
簡
輩
な
る
手
績
に
て
は
取
運
ば
な
い
。
散

に
元
受
保
険
業
者
は
、
や
は
り
光
勲
を
不
便

、
不
利
&
威
す

る
に
相
違
な
い
。
之
を
不
便
不
利
ご
威
す

る
な
ら
ば
、
牧
盆
主
義

に
よ
る
濁
占

の
場
合
ピ
同
様
に
、

我
既
存

の
保
険
會
肚
は
自
己

の
分
身

窪
し
て
仮
装

の
外
囲
保
険
會
肚
を
設
立
し
て
う
其
支
店
を
我
国

に
置
く
の
手

、段
を
廻
ら
す
べ
く
、
而
し
て
此
等
は
、
日
本
に
於
て
鷹
巣
せ

る
純
粋

の
外
国
保
険
會
肚

の
支
店
と
共

に
、
.そ
が
引

受
け
.た
る
保
険
を
日
本
以
外

に
存
す
る
其
本
店
に
持
ち
行
き
、
之
を
通
じ
て
其
國
叉
は
他
国
の
保
険
會
肚

の
再
保

険
に
附
す
る
こ
ご
＼
な

る
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
事
賢
士
濁
占
冷
維
持
し
得

ざ
る
ヒ
.ξ
、
全
く
前
段
に
述

べ
π
る
牧

盆
主
義
濁
占

の
場
合
這
異
る
所
は
菰
い
。
故
に
縦
ひ
料
率

の
黙
に
於
て
は
低
廉
に
し
て
、
貿
易
運
輸

を
保
護
す
る

こ
ご
＼
な

る
に
し
て
も
、
国
庫

の
負
癖
を
成
る
べ
く
軽
減
す
る
の
目
的
は
、
之
を
遽
す
る
こ
ご
を
得

な
い
。
然
ぢ

置
文
其
黙
を
圭
π
る
目
的

と
し
て
な
さ
異

る
狸
占

な
る
も
の
倣
初
め
よ
り
之
を
施

掌

る
に
若
潅

な
い
。
而

し

て
、
之

を
猫
占

ご
せ
宇
し
て
此
保
護
奨
画
主
義

に
よ

る
國
瞥

を
行
は
ん

巳
す
れ
ば
、
即
ち

そ
は

私
が
第

四
項

に

述

べ
た

る
所

ご
同

じ
く

な

る
の
で
あ

る
。

*

か

く
て
猫
占

園
路

と
云
ふ
こ

と
に
は
、

そ
が
牧
盆
主

義
に
よ

る
ご
、
保

護
漿
煽

主
義

に
出

つ

る
と
を
面

は
す
鼻

腔
寡
聞
題

海
上
再
保
険
国
警
問
題

第
九
巻

'第
六
號
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二
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)

八
九
七
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時
事
問
題

海
上
再
保
険
国
管
問
題

第
九
巻

{第
六
號

一
三
四
∀

八
九
入

海

上
再
保
険

の
場

合
に
あ
り

て
は

、塞
ぐ
能

は
ざ

る
大
穴

あ
り

て
、
到
底
賢

行
不
可
能

な

の
で
あ

る
。
故

に
、筍

も

海

上
再
保

隙
を
國
按

せ
ん
ε
す

る
な

ら
ば

、
國
梼

の
膿

面
上

よ
り
言

ふ
も

、
實

付

し
得

る
の
望
な
き

こ
の
凋
占
ピ

云

ふ
方

法

に
出

で
事
、
又
特

に
國
庫
負
捨

の
僅

少
な
ら

ん

こ

ご
を
望

ま
事

、
寧

ろ
対
外

貿
易
対
外
運
輸
保
護
奨

蹄

の
目
的

を
以

て
、
初

め
よ
り
多
少

の
国
庫
負

櫓

を
豊
僭

し
て
、
倫
敦

料
率

よ
り
も
低
峯
を
以

て
、
國
管

長
管
併
存

主

義

に
よ

る
を
可

ε
す

る
。

又
之
よ
り
外

に
国
管

を
蟹

行

し
得

る
方

法
は
あ

る
ま

い
ピ
思
ふ
。
而
し

て
此
方

注
に

よ

る

ご
き

は
、
名

は
國
瞥
民
管
併

存

な
る
も

、
蜜

は
凋

占

国
管

と
異

る
な
き
を
得

、
国
庫

の
負
捲

は
他

の
如
何

な

る
方
法

に
よ

る
場
合

よ
り
も

却
て
少

か
る
べ
く
、
叉
繁

雑

な

る
取
締

を
な
す

の
要
も
な
く
、
外
國

に
報
復

的
厭
　迫

の
口
實

を
與

ふ

る
虞

も

な
く

、
而

も

一
朝
戦
争
勃
渡

し

て
、
完
全
な

る
凋
占

こ
魯
す
必

要
に
迫
ら

る

＼
な
ら
ば
、

極

め
て
僅

少
の
手
纏

に
よ
り

て
.
圓
満

の
裡

に
之
を
名

實

備

は
る
濁
占

ご
な
す

こ

ご
.得

る
で
あ

ら
う
。
私

は
、
我

政

府

が
海

上
再
保

険
を
國
謄

ご
な
さ
ん
ε

す
る
な

ら
は

ロ
ハ此
方

法

の
み
を
薦

む
る
。
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